
宮城県女川町JR女川駅の駅前広場から女川湾に延びる「レンガみち」。
この道は、女川駅の後ろにある黒森山の山頂と初日の出が昇る地点を結ぶ方向になるように設計されている。 写真提供：宮城県観光戦略課

図1　女川のレンガみちに昇る「初日の出」図2  太陽の構造

出典：国立天文台「太陽大気の構造と温度（©ISAS/JAXA）」
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し
て
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
原
子
核
反
応
は
弱
い
相
互
作
用
に

基
づ
い
て
い
る
た
め
、
太
陽
が
非
常
に

ゆ
っ
く
り
燃
え
て
い
る
根
拠
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
反
応
で
で
き
た
重
陽
子
と
陽

子
が
反
応
し
て
、
ヘ
リ
ウ
ム
３
と
ガ
ン
マ

線
が
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
2
つ
の
ヘ
リ

ウ
ム
３
が
結
合
し
て
、
ヘ
リ
ウ
ム
原
子
核

と
２
つ
の
陽
子
を
生
成
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
中
心
核
で
は
陽
子
に
よ

る
核
融
合
で
ヘ
リ
ウ
ム
原
子
核
が
つ
く
ら

れ
て
お
り
、
太
陽
の
中
で
最
も
熱
い
部
分

で
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
要
な
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
か
ら
の
可
視
光
は
、
中
心
核
で
起

こ
る
陽
子
の
核
融
合
反
応
で
発
生
し
た
ガ

ン
マ
線
が
、
太
陽
内
部
で
吸
収
・
放
出
を

繰
り
返
す
う
ち
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
い
、

約
数
万
年
か
ら
１
０
０
万
年
以
上
か
け
て
、

波
長
の
長
い
紫
外
線（
６
％
）・
赤
外
線

今
年
も
初
日
の
出
を
拝
み
、
こ
の
１
年

間
の
無
事
を
お
願
い
し
た
人
が
多
い
か
と

思
い
ま
す【
図
１
】。

太
陽
を
ま
と
も
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
朝
日
と
夕
日
で
す
。
日
が
高
く

昇
っ
た
状
態
で
は
、
太
陽
は
眩
し
く
て
ま

と
も
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
強

い
て
見
る
と
目
を
傷
め
ま
す
。
一
般
に
光

は
連
続
体
の
物
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
放
射
線
の
立
場
か
ら
は
、
光

は
光
子
と
呼
ば
れ
る
粒
子
と
し
て
考
え
ら

れ
、
数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

太
陽
か
ら
の
光
の
起
因
を
太
陽
の
構

造
を
通
し
て
説
明
し
ま
す
。
太
陽
の
構
造

は【
図
２
】の
よ
う
に
幾
つ
か
の
層
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
心
核
で
は
、
陽
子
と

陽
子
の
核
融
合
で
重
陽
子
・
陽
電
子
・

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
発
生
す
る
反
応
が
主
と

生
命
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

そ
れ
は
太
陽
か
ら
の
贈
り
物

（
42
％
）・
可
視
光
線（
52
％
）へ
と
変
換
さ

れ
て
、 

光
球
と
呼
ば
れ
る
太
陽
の
表
面
か

ら
放
出
さ
れ
ま
す
。（
　
）内
は
太
陽
か
ら
地

球
の
大
気
圏
に
届
く
割
合
で
す
。
地
表
面

に
届
く
光
子
の
数
は
、
目
安
と
し
て
1
平

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
毎
秒
６
×
　
個
以
上

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
太
陽
で
生
成
さ
れ
た
ガ

ン
マ
線
が
長
い
時
間
を
か
け
て
膨
大
な
数

の
可
視
光
、
赤
外
線
と
な
り
、
地
球
の
表

面
に
届
い
て
地
球
上
の
生
物
の
生
命
活
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

彩
層
で
太
陽
フ
レ
ア
が
生
じ
る
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
い
荷
電
粒
子
が
発
生
し
、
コ

ロ
ナ
層
の
粒
子
に
衝
突
し
て
中
性
子
が
発

生
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
層
は
、
太
陽
の
最
も

外
側
に
位
置
す
る
層
で
、
密
度
が
低
い
た

め
、
陽
子
・
電
子
・
ア
ル
フ
ァ
粒
子
な
ど

の
荷
電
粒
子
が
宇
宙
に
飛
び
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
荷
電
粒
子
と
中
性
子
は
地

球
に
届
い
て
も
地
球
の
大
気
に
ほ
と
ん
ど

吸
収
さ
れ
地
上
に
は
ほ
と
ん
ど
届
き
ま
せ

ん
が
、
航
空
機
が
飛
行
す
る
高
さ
で
は
影

響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
上
に
届
い
て
い
る
中
性
子
や
陽
子
は
、

ほ
と
ん
ど
宇
宙
か
ら
飛
来
し
た
陽
子
な
ど

が
地
球
の
大
気
の
分
子
に
衝
突
し
て
で
き

た
も
の
で
す
が
、
人
体
に
は
ほ
と
ん
ど
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

太
陽
か
ら
来
る
粒
子
の
う
ち
、
光
子
の

次
に
多
く
来
る
粒
子
は
中
心
核
で
発
生

太
陽
と
放
射
線

東
北
放
射
線
科
学
セ
ン
タ
ー 
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し
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
い
う
粒
子
で
す
。

地
球
の
表
面
積
1
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
、
毎
秒
約
7
×
　
個
が
届
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
は
電
子
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
地
球
に
届
く
ま

で
に
、
65
％
は
別
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
変

わ
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
性
質
は
、
２
０
０
２
年
に
鈴
木
厚
人

東
北
大
学
教
授（
現
岩
手
県
立
大
学
学

長
）の
原
子
炉
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
測

定
に
よ
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
に
多
く
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
地
表

面
に
届
い
て
私
た
ち
の
体
を
貫
通
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
質
に
与
え
る
影

響
が
極
め
て
小
さ
い
た
め
、
人
体
に
ま
っ

た
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
せ
ん
。
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私
た
ち
を
守
っ
て
い
る

地
球
の
大
気

地
表
に
届
く
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

人
体
に
影
響
な
し


